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※ 展開図の 印は、現場カット加工面を示す。

※ 展開図の側溝延長寸法の< >値は、現場カット加工長を示す。

PC側溝 数量表 (1式当り)

名 称

PC側溝

規 格 延 長

(m)

T-25 300× 300

T-25 300× 400

T-25 300× 500

82.000

21.770

32.290

計 136.06

計 5

PC側溝桝 T-25 300× 300 1

PC側溝桝 数量表

名 称 規 格 個 数 (基)

T-25 300× 400 2

(1式当り)

T-25 400× 500 1

T-25 500× 500 1

PC側溝
300x400 L=6000 PC側溝 300x400 L=3000

既設集水桝
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側溝蓋(JIS 1種)又は

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(T-2)(1枚/10m)
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底部コンクリート
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6034060
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Ａ-Ａ断面

平 面 図

側溝工

460

105 250 105

45 55

60340

1
0
0

5
7
5

8
5

4
0
0

9
0

600

100 100400

7
0
5

PC側溝300x400

5

3
0

60

側溝蓋(JIS 1種)又は

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(T-2)(1枚/10m)

又はグレーチング蓋(T-25)

敷モルタル 1:3

基礎砕石 RC-40

底部コンクリート

18-8-25BB

PC側溝 T-25 B300×H400

PC側溝桝 400×500
平 面 図
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基礎砕石 RC-40

基礎コンクリート

18-8-40BB

PC側溝桝 B300×H300

基礎砕石 RC-40

基礎コンクリート

18-8-40BB

底部コンクリート

18-8-25BB

グレーチング蓋(T-25)普通目

110°開閉

グレーチング蓋(T-25)普通目

110°開閉

PC側溝桝 B300×H300

Ａ-Ａ断面側面図
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60 340 60

PC側溝桝 300×400

Ａ-Ａ断面

平 面 図

側面図
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グレーチング蓋(T-25)普通目

110°開閉

基礎砕石 RC-40
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底部コンクリート

18-8-25BB
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560 50 基礎砕石 RC-40

基礎コンクリート

18-8-40BB
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基礎砕石 RC-40

基礎コンクリート

18-8-40BB

底部コンクリート

18-8-25BB

グレーチング蓋(T-25)普通目

110°開閉
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グレーチング蓋(T-25)普通目

110°開閉

基礎砕石 RC-40

基礎コンクリート

18-8-40BB

PC側溝桝 B500×H500

PC側溝桝 500×500
平 面 図

Ａ-Ａ断面側面図
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グレーチング蓋(T-25)普通目
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PC側溝桝 B500×H500
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側溝蓋
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JIS 1種 B250

グレーチング蓋
JIS T-2 B250

管渠工
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4
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1
0
0
2
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1
0
0

1
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VPφ200

山砂

2
1
0～
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(
平

均
2
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)

底部コンクリート

18-8-25BB

底部コンクリート

18-8-25BB

360

9
9
5

9
0

グレーチング蓋
JIS T-25 B250

工事名

工事場所

図面名

事業年度

縮尺

小栗栖中学校区小中一貫教育校施設整備工事

京都市伏見区石田川向43番地 地内

雨水排水設備工構造図

令和７年度

1:20 図面番号 6/17

京都市教育委員会教育環境整備室

ただし、元小栗栖中学校グラウンド整備工事

※普通目

※細目



園路広場整備工構造図
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プライムコートAs乳剤(PK-3)

路床整正・転圧

再生密粒度アスコン(13)

再生クラッシャーラン(RC-40）

土間コンクリート

As舗装

舗装工 S=1:20

B-B断面A-A断面 S=1:20S=1:20

給水設備工園路縁石工 S=1:20
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50140

240

50

2
90

基礎砕石 RC-40

基礎コンクリート
18-8-40BB

地先境界ブロック
A型

敷モルタル 1:3

地先境界工(A型）
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M

E

H
IV

P4
0

給
水管

切
回し

A
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B

S=1:100
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山砂

HIVPφ40

流用土

既設管撤去
HIVPφ40

PC側溝
PC側溝

5
25

HIVPφ40

給水管切回し

9
2
5

敷砂利

単粒度砕石（6号）

表層：コンクリート(18-8-40BB）

ハケ引き仕上げ

路盤：再生クラッシャーラン(RC-40）

工事名

工事場所

図面名

事業年度

縮尺

小栗栖中学校区小中一貫教育校施設整備工事

園路広場整備工構造図

令和７年度

図示 図面番号

京都市教育委員会教育環境整備室

京都市伏見区石田川向43番地 地内

7/17

ただし、元小栗栖中学校グラウンド整備工事

50

500

1
50

15
0

PC側溝



グラウンド・コート整備工構造図(1)

※ラインテープは設置しない

材 料 表

Ｔ型

26

3

数 量単位名 称

Ｉ型 個

個

Ｌ型 10個

2

-ｍラインテープ

個礎石

40000

20000

3140
3140

3140
7440

R18899

3140

陸上トラック平面図 S=1:400

90000

サッカーコート平面図 S=1:400

4
0
32

0

材 料 表

Ｔ型

-

10

数 量単位名 称

Ｉ型 個

個

Ｌ型 12個

-ｍラインテープ

礎石礎石

走路

レーンライン+20cm

5
@
10

0
0

=
5
0
0
0

5
3
00

0

1
8
32

0

45000 45000

Ｏ型 1個

16500

5500

1面当り

1面当り

工事名

工事場所

図面名

事業年度

縮尺

小栗栖中学校区小中一貫教育校施設整備工事

京都市伏見区石田川向43番地 地内

グラウンド・コート整備工構造図(1)

令和７年度

図示 図面番号 8/17

京都市教育委員会教育環境整備室

ただし、元小栗栖中学校グラウンド整備工事

1
0
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00
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00

□100

50
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1

礎石工 S=1:10

基礎砕石 RC-40

基礎コンクリート

18-8-40BB
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5
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1
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5
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1
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1
5
0

50

150

□300

□400

本体(ゴム製,白色)

表示板(ステンレス製)

標示板詳細図 S=1:1

本体(ゴム製,白色)

土台(再生プラスチック)

表示板(ステンレス製)

(SUS304 ヘアライン仕上げ)

M6ボルト

ワッシャー

M6ナット

505050

15
0 1
0
0

5
0

平面図 S=1:10

標示ブロック

Ｔ型

150

1
70

50

5
0
1
0
0

10050

I型 Ｌ型

15
0

150

断面図 S=1:5

10

杭

1
05

2
0

2

50

※(株)ルイ高製「フィールドマーク:RT-F311201～265」

又は同等品以上とする。

※(株)ルイ高製「礎石:RT-T110250」又は

同等品以上とする。

φ50

Ｏ型

グラウンド舗装工 S=1:10

表層工

路床整正・転圧

クラッシャーラン(C-40)

改良材混合土

表面処理

下層工

1
0
0

1
00

※表層工は、篩い選別した現地土および購入真砂土と、

改良材（エコクレイTS同等品以上） を混合したものとし、

透水・保水性に優れ、団粒構造を形成したものとする。

ｽﾎﾟｰﾂ用ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ0.6kg/m2

団粒化促進剤:1L/m2(希釈液)

表層工

改良材混合土

表面処理

現況路盤

1
0
0

ｽﾎﾟｰﾂ用ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ0.6kg/m2

団粒化促進剤:1L/m2(希釈液)

＜グラウンド拡張部＞

＜既存グラウンド部＞
9
0

現
況

表
層

厚

(平
均

）

篩い選別後再利用

(80％)

現況計画

現地土 + 購入土 ： 改良材

7 ： 3

(
1
40

)
(
1
27

)

(
1
40

)

※( )寸法は転圧前の寸法とする。

舗装材割増率

表層工 40％

下層工 27％

※団粒化促進剤（TSバインダー同等品以上）は、

原液0.02L/m2 を50倍程度に希釈し散布する。



グラウンド・コート整備工構造図(2)

工事名

工事場所

図面名

事業年度

縮尺

小栗栖中学校区小中一貫教育校施設整備工事

京都市伏見区石田川向43番地 地内

グラウンド・コート整備工構造図(2)

令和７年度

図示 図面番号 9/17

京都市教育委員会教育環境整備室

ただし、元小栗栖中学校グラウンド整備工事

5485

23770

548512800

8
23

0
13

7
0

1
0
9
7
0

1
3
7
0

4
1
1
5

4
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支柱基礎

支柱基礎

テニスコート平面図 S=1:200

材 料 表

Ｔ型

-

2

数 量単位名 称

Ｉ型 個

個

Ｌ型 8個

1組支柱基礎

18000

9
00

0

10
0
0

10
0
0

支柱基礎

支柱基礎

材 料 表

Ｔ型

-

0

数 量単位名 称

Ｉ型 個

個

Ｌ型 4個

1組支柱基礎

バレーコート平面図 S=1:200

1面当り 1面当り

又は､同等品以上

ルイ高｢RT-T07 2355｣

埋設管

18-8-40BB
コンクリート

50
□700

□600 50 RC-40
基礎砕石

50

1
0
0

72
0

6
70

150□300150

5
5

φ132

72
0

ゴム蓋φ132×H55mm

埋設管φ92×L720mm

φ92

φ17
水抜き穴

φ92

ゴム蓋

ツバ

コートセンター
サイドライン

※埋設管はサイドラインとツバが

平行な向きに施工すること。

□600

アルミ合金

アルマイト処理後クリア塗装

φ77

5
0 φ83

支柱基礎 S=1:20
(2箇所/組)

水抜孔

VPφ20 L=150

No. 仕 上 ・ 備 考名 称 個数 材 質 ・ 寸 法

ポール

キャップ

昇降ドラム

スライド金具

ガイドリング

※安全上、風速15m/sec以上での旗の使用は避けること。

グランドカバー

重量：31kg(8m柱)

H=8.0m

スプール
昇降ドラム

ハンドル

2-M6 ナベビス

昇降ドラム部詳細 S=1:5

アルミ合金(JIS H4100 A6063TE-T6)

アルミ合金(ADC5/A1100-0)

アルミ合金(ADC6)

ステンレス製(SUS304)

ステンレス製(SUS304)

アルミ合金(A5052P)

HL、アクリル樹脂クリア塗装1

2

5

4

3

6

1

1

1

1

1

1

※(株)ルイ高製「フラッグポール(ハンドル式･埋込型:RT-E151308｣又は同等品以上とする。

9
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(
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)

(φ75)

90
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(
2
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0
)

(
5
0
0
0)

8
0
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1
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1
0
0

□600

□800

▽G.L.

コンクリート

18-8-40BB

基礎砕石 RC-40

水抜孔

VPφ30 L=150

1

2

3

4

5

6

掲揚ポール工 S=1:30

現地接合部

6-M6 トラスビス

円形型枠

φ175 L=1.0m



工事名

工事場所

図面名

事業年度

縮尺

小栗栖中学校区小中一貫教育校施設整備工事

京都市伏見区石田川向43番地 地内

グラウンド・コート整備工構造図(3)

令和７年度

図示 図面番号 10/17

京都市教育委員会教育環境整備室

ただし、元小栗栖中学校グラウンド整備工事

※ ベース上面が、GL面と同一位置になるよう設置すること。

※ プレート上面が、GL面と同一位置になるよう設置すること。

※ ホームベースは、(株)ルイ高 RT-B052141 と同等品以上とすること。

※ ピッチャープレートは、(株)ルイ高 RT-B052128 と同等品以上とすること。

塁ベース 上下金具
S=1:10 S=1:10

▽G.L.

FB30×t3

442

308
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4
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2

8526285
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0

ホームベース
S=1:10

受金具
S=1:10

A部詳細
S=1:4

※ ホームベース受金具は、(株)ルイ高 RT-B052136 と同等品以上とすること。

設置図

上金具 下金具

2
0
0

布目状に成形

200

□380 76

▽G.L

2
5
5

2
0
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1
32

30
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□80

200

200 200

255 320

□75 1.6 □76.8
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135

20

表面

裏面

設置例 未使用時ゴム蓋

GL

40

620

6
0

2
6
5

162

設置図

610±2

※ ピッチャープレート受金具は、(株)ルイ高 RT-B052129 と同等品以上とすること。

1
0
0

3
05

ホームベース

432

塁ベース

ピッチャープレート

ホームベース本体

プラ台

1/2ボルト

1/2ナット(2種)

A

ホームベース

Lアングル

40×40×t3

FB32×t3

ホームベース

受金具

皮シボ状に成形

4-1/2ナットをインサート

4-φ13

上金具

下金具

ピッチャープレート四面体

ピッチャープレート四面体
S=1:10

φ100

□152±2

受金具
S=1:10

Lアングル40×40×t3

ピッチャープレート四面体

受け金具

1
52

塁ベース

※ ベースは、(株)ルイ高 RT-B052130 と同等品以上とすること。

※ 上下金具は、(株)ルイ高 RT-B052240 と同等品以上とすること。
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5
7

2
0
5

2
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5

野球場平面図 S=1:200

27431

27
4
3
1

18440

塁ベース 塁ベース

塁ベース

ピッチャープレート

ホームベース

材 料 表

塁ベース(3個/式)

1

1

数 量単位名 称

ホームベース 個

式

ピッチャープレート 1個

備 考

受金具共

受金具共

上下金具共

1面当り

グラウンド・コート整備工構造図(3)



グラウンド・コート整備工構造図(4)

工事名

工事場所

図面名

事業年度

縮尺

小栗栖中学校区小中一貫教育校施設整備工事

グラウンド・コート整備工構造図(4)

令和７年度

図示 図面番号

京都市教育委員会教育環境整備室

Ａ部取付図

角根BN M8

主柱

S=1:5 Ｂ部取付図

主柱

2-角根BN M8

S=1:5

38.
1

胴縁に金網取付断面図

φ9.5c.t.c.300
水抜穴

S=1:3

62

2-BN M16

30
0

主柱 控柱

PL3.2

3-BN M16

S=1:6Ｃ部取付図

4.
5

両側スパンには必ず設け
但し、端末及びコ－ナ－

るものとする。

（引付金具付）

［２スパン毎］

φ13ブレ－ス

970
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2
4
6
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4
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0
6
0
0

5
0

2
4
6
5

1
0

2000

Ａ Ｂ

2000

BN M8
引抜け防止

6
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20

バックネット

GL+0m

φ38.1×1.6
（水抜穴付）

（水抜穴付）
φ38.1×1.6

φ38.1×1.6

φ38.1×1.6

φ4.0

1
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550 1000

7
2
0

1
99

0
30

5
0

16
0

1
90
1
9
0

10
4
0

1
1
0
0

45
°

290

φ60.5×2.3
全柱控付

BN M12

8
20

8
20

Ｃ

FB25×6

FB50×6

(株)ニッケンフェンス＆メタル製「KAB-180(塗装タイプ)」又は同等品以上とする。
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